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３
月
17
日（
金
）

19
時
か
ら
、大
浦

天
主
堂
で
日
本
の

信
徒
発
見
の
聖

母
記
念
ミ
サ
が
行

わ
れ
た
。
中
村
倫

明
大
司
教
の
主
司

式
、約
20
人
の
司

祭
の
共
同
司
式
の

も
と
、集
ま
っ
た

70
人
余
の
人
々
が

共
に
祈
っ
た
。

　

１
８
６
５
年
３

月
17
日
、浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン
た

ち
が
大
浦
天
主
堂
を
訪
れ
、プ

テ
ィ
ジ
ャ
ン
神
父
に
信
仰
を
告

白
し
た
歴
史
的
出
来
事
を
さ
す

「
信
徒
発
見
」。以
前
は「
記
念
日
」

だ
っ
た
が
、教
皇
庁
の
認
可
を
受

け
て
日
本
の
教
会
固
有
の
「
祝
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◦
教
皇	

教
会
の
諸
活
動
や
諸
団
体
が
、宣
教

の
使
命
を
日
々
新
た
に
し
、世
の
中

の
求
め
に
応
じ
た
奉
仕
に
、そ
の
カ

リ
ス
マ
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に

◦
日
本	

子
ど
も
た
ち
が
、聖
母
マ
リ
ア
の
心

を
心
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

祈祷の 
使徒  祈りの意向

感
染
症
法
上
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
５
類
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
こ
と
を
受
け
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
教
会
や
施
設
で
も
改

め
て
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
細
心
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
念
入
り
に
感

染
症
予
防
に
取
り
組
み
続
け

て
き
た
だ
け
に
、教
会
は
信

徒
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

ど
こ
ま
で
予
防
策
を
緩
和
し

た
環
境
づ
く
り
を
す
べ
き

か
、典
礼
や
教
会
活
動
を
ど

こ
ま
で
再
開
す
る
か
の
判

断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、教
会
で
の
検
討
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、社
会
に

お
い
て
も
弱
き
立
場
に
あ
る

人
々
へ
の
配
慮
を
忘
れ
ず
に

皆
が
安
心
し
て
集
う
こ
と
の

で
き
る
「
場
づ
く
り
」
を
心

が
け
た
い
▲
幼
少
期
か
ら
親

に
連
れ
ら
れ
て
通
っ
て
い
た

教
会
で
も
、聖
母
月
の
信
心

の
頃
に
な
る
と
い
つ
も
の
聖

堂
の
雰
囲
気
に
加
え
て
自
然

の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
新
た
な
命
の
萌ほ

う

芽が

が

元
気
を
湧
き
出
さ
せ
、生
命

力
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
様

は
、こ
の
世
の
次
元
を
超
え

た
神
の
超
自
然
の
わ
ざ
を
思

い
起
こ
さ
せ
、人
間
も
そ
の

中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
。

マ
リ
ア
へ
の
崇
敬
と
信
心

は
、人
間
に
よ
る
神
へ
の
感

謝
と
賛
美
の
と
り
な
し
を
願

う
も
の
で
あ
る
。と
も
に「
祈

り
の
場
」
に
身
を
置
き
、神

か
ら
与
え
ら
れ
る
喜
び
と
恵

み
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
祈

念
す
る
▲
私
た
ち
の
母
で
あ

る
マ
リ
ア
が
示
し
た
神
へ
の

信
仰
と
誠
実
さ
に
思
い
を
は

せ
、そ
の
模
範
に
倣
う
こ
と

を
願
い
な
が
ら
、こ
の
月
が

私
た
ち
の
心
の
う
ち
に
「
憩

い
の
場
」
を
持
つ
機
会
と
な

る
よ
う
に
。�

（
熊
）

『旅』の終わり150周年『旅』の終わり150周年
浦上への帰還を記念し、行事開催浦上への帰還を記念し、行事開催

　

今
年
２
０
２
３
年
は
、浦
上
四
番
崩
れ

に
よ
っ
て
浦
上
信
徒
ら
が
全
国
22
カ
所
に

流
配
さ
れ
た
出
来
事
、『
旅
』
か
ら
の
帰

還
１
５
０
周
年
に
あ
た
る
。

　

１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
２
月
24
日
に

「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
」
が
撤
去
さ

〝出向きましょう〟〝出向きましょう〟
日本の信徒発見の聖母記念ミサ

日
」
と
な
り
、日
本
の

教
会
は
信
徒
発
見
１

５
０
周
年
を
迎
え
た

２
０
１
５
年
か
ら
「
日
本
の
信
徒

発
見
の
聖
母
の
祝
日
」
と
し
て
こ

の
日
を
祝
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

中
村
大
司
教
は
説
教
の
中
で
、

「
禁
教
令
下
、私
た
ち
の
先
輩
た
ち

は
危
険
を
冒
し
て
も
こ
の
教
会
へ

出
向
き
、信
仰
を
告
白
し
、過
酷
な

旅
に
も
出
向
い
た
」
と
話
し
、「
信

仰
宣
言
が
自
由
に
で
き
る
今
の
時

代
な
ら
、私
た
ち
は
も
っ
と
外
に
出

向
い
て
い
け
る
は
ず
」
と
語
っ
た
。

そ
し
て
、「
出
向
い
て
い
く
教
会
で

あ
れ
」
と
い
う
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、ま
た
、フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
や
パ
リ
外

国
宣
教
会
の
神
父
が
日
本
に
長
崎

に
出
向
い
た
よ
う
に
、何
よ
り
神
ご

自
身
が
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
出
向

い
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
、信
徒
発

見
の
聖
母
の
取
り
次
ぎ
を
願
い「
出

向
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

教
会
学
校
で
大
浦
天
主
堂
に
つ

い
て
学
ん
だ
と
い
う
小
学
５
年
生

の
子
ど
も
と
参
加
し
た
大
浦
教
会

の
男
性
信
徒
は
、「
毎
年
、で
き
る

限
り
こ
の
記
念
ミ
サ
に
来
て
い
ま

す
。
息
子
と
参
加
で
き
た
の
は
初

め
て
で
、一
緒
に
祈
る
こ
と
が
で

き
、幸
せ
で
す
」
と
話
し
て
い
た
。

人
事
異
動
・
任
命

人
事
異
動
・
任
命

（　

）
内
は
前
任
地
な
ど

▼
４
月
９
日
付
任
命

調
停
司
祭　
　

岩
崎
康
彦
師

　
　
　
　
　
　
　

大
水
文
隆
師

子
ど
も
と
女
性
の
人
権
相
談
室
責
任
司
祭

　
　
　
　
　
　
　

葛
嶋
秀
信
師

▼
教
区 

〔
（1）
は
４
月
１
日
付

　
　
　
　

（2）
は
３
月
30
日
付
・
４
月
23
日
着
任
〕

関
口　

七
郎
師　

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
聖
堂
付
、

　
　
　
　
　
　
　

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー 

（1）

村
川　

昌
彦
師　

鹿
子
前
主
任 

（2）�

（
八
幡
町
主
任
）

久
志
利
津
男
師　

時
津
主
任 

（2）

（
浦
上
主
任
、長
崎
中
地
区
長
）

▼
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

〔
４
月
１
日
着
任
〕

中
野
里
晃
祐
師　

聖
母
の
騎
士
修
道
院

（
東
京 

本
部
修
道
院
）

れ
、
３
月
14
日
「
長
崎
県
下
異
宗
徒
帰

籍
」
の
布
令
に
よ
っ
て
、人
々
は
『
旅
』

か
ら
帰
還
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
節
目
の
年
を
記
念
し
、長
崎
大

司
教
区
は
「『
旅
』
の
終
わ
り
１
５
０

周
年
記
念
実
行
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、

　

２
０
１
４
年
に
東
京
か
ら
長

崎
に
赴
任
し
、
２
０
２
０
年
か

ら
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
付
と

な
っ
て
い
た
ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
関
口
七
郎
師
が
、今
年

２
月
２
日
付
を
も
っ
て
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
会
か
ら
長
崎
教
区
へ
移

籍
し
た
。

　

関
口
師
は
１
９
４
３
年
８
月

30
日
群
馬
県
前
橋
市
生
ま
れ
。

65
年
12
月
25
日
に
神
奈
川
県
小
田

原
市
の
国こ

う

づ
府
津
教
会
で
受
洗
。
69

年
３
月
20
日
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に

入
会
。
70
年
３
月
21
日
浦
和
で
誓

願
。76
年
10
月
31
日
前
橋
教
会
で
、

長
江 

恵さ
と
し

司
教
に
よ
り
司
祭
に
叙

階
さ
れ
た
。

　

叙
階
後
は
、前
橋
教
会
を
は
じ

め
、釧
路
、沖
縄
（
石
垣
、普
天
間
、

与
那
原
、石
川
、名
護
）、長
崎
、旭

川
、東
京
な
ど
に
赴
任
し
、
２
０

１
４
年
か
ら
再
び
長
崎
へ
。
６
年

間
は
本
原
教
会
の
助
任
な
ら
び
に

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
付
の
司
祭

と
し
て
任
命
を
受
け
た
。
こ
こ
３

年
間
は
長
崎
教
区
へ
の
移
籍
期
間

と
し
て
同
病
院
の
専
任
司
祭
を
務

め
て
い
た
。
そ
し
て
今
年
４
月
１

日
付
で
、中
村
倫
明
大
司
教
か
ら

同
病
院
の
専
任
司
祭
と
し
て
の
派

遣
書
が
渡
さ
れ
た
。

ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

関
口
七
郎
師

関
口
七
郎
師

長
崎
教
区
へ
移
籍

長
崎
教
区
へ
移
籍

雲
仙
殉
教
祭
が
５
月
に
開
催

雲
仙
殉
教
祭
が
５
月
に
開
催

２
０
１
９
年
以
来 

４
年
ぶ
り

　

５
月
21
日
（
日
）
13
時
か
ら
雲

仙
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
「
雲
仙

殉
教
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。
長
崎

大
司
教
区
主
催
、長
崎
北
地
区
評

議
会
担
当
に
よ
る
こ
の
殉
教
祭

は
こ
こ
数
年
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止

が
続
い
て
い
た
が
、今
年
は
２

０
１
９
年
の
実
施
以
来
、
４
年
ぶ
り

に
公
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
行
う
。

　

雲
仙
殉
教
祭
は
１
９
８
３
年
、贖

い
の
特
別
聖
年
の
折
、雲
仙
の
殉
教

者
の
模
範
に
倣
う
た
め
に
集
ま
っ
た

約
30
人
の
信
者
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

た
。
翌
年
か
ら
は
教
区
主
催
と
し
て

行
わ
れ
、ま
た
開
催
日
も
、
１
６
２

７
年
５
月
17
日
に
殉
教
し
た
ヨ
ハ
ネ

松
竹
庄
三
郎
ら
10
人
の
殉
教
者
を
た

た
え
、
５
月
の
第
３
日
曜
日
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（『
カ
ト
リ
ッ

ク
教
報
』
の
記
事
か
ら
）。

　

当
日
は
13
時
開
会
、担
当
教
会
に

よ
る
発
表
の
後
、13
時
30
分
か
ら
中

村
倫
明
大
司
教
の
司
式
に
よ
る
ミ
サ

へ
と
続
く
。
ミ
サ
終
了
後
15
時
頃
か

ら
は
、雲
仙
地
獄
の
「
キ
リ
シ
タ
ン

殉
教
記
念
碑
」
ま
で
徒
歩
巡
礼
を
す

る
予
定
。

５
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

３
回
に
わ
た
り
行
事
を
開

催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

テ
ー
マ
は
「
先
祖
が
流
配

で
示
し
た
強
い
信
仰
に
倣

い
、そ
し
て
子
孫
へ
伝
え

よ
う
」。

　

予
定
さ
れ
て
い
る
行
事

は
次
の
通
り
。
同
実
行
委

員
会
は
、「
先
人
達
の
数
々

の
苦
難
を
し
の
び
、彼
ら

の
深
い
信
仰
に
倣
い
、未

来
に
つ
な
げ
る
た
め
に
心
を
一
つ
に
し

て
祈
る
」
よ
う
、多
く
の
方
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

『
旅
』の
終
わ
り

１
５
０
周
年
記
念
行
事

①
５
月
28
日
（
日
）

　

ロ
ザ
リ
オ
行
列
と
記
念
ミ
サ

第
１
部

　

12
時
45
分　

西
坂
公
園
で
出
発
式
典

　

13
時
15
分　

浦
上
教
会
に
向
け
出
発

（
小
雨
決
行
）

　

※
ロ
ザ
リ
オ
行
列
は
、実
際
は
11
時

50
分
に
大
波
止
プ
ラ
タ
ナ
ス
広
場

か
ら
始
ま
る
が
、人
数
制
限
が
あ

る
。行
列
が
西
坂
公
園
に
到
着
後
、

式
典
へ
と
移
る
。

第
２
部

　

15
時　

浦
上
教
会
で
記
念
ミ
サ

②
７
月
23
日
（
日
）

　

高
校
生
に
よ
る
演
劇
上
演

　

13
時
30
分　

浦
上
教
会

　
『
旅
』か
ら
の
帰
還「
岩
永
マ
キ
物
語
」

③
９
月
10
日
（
日
）

　

十
字
架
山
殉
教
祭

　

14
時　

十
字
架
山
（
長
崎
市
辻
町
）

　
　
　
　

で
殉
教
記
念
ミ
サ

写真は、浦上教会と中田秀和氏の絵画
『旅への門出』を表したレリーフ
　＝2018年7月22日「旅の始まり

　150 周年」記念行事の日に撮影＝

　

長
崎
大
司
教
区
は
こ
の
10
年
余
り
、い
く
つ
か
の

出
来
事
に
つ
い
て
１
５
０
年
の
節
目
を
迎
え
、そ
の

た
び
ご
と
に
当
時
を
し
の
ぶ
機
会
を
頂
い
て
き
た
。

　

２
０
１
２
年
６
月
７
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
「
日

本
二
十
六
聖
人
列
聖
１
５
０
周
年
記
念
」、15
年
２
月

19
日
に
は
「
大
浦
天
主
堂
献
堂
１
５
０
周
年
」
と
日

本
の
信
徒
発
見
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

の
「
教
区
シ
ノ
ド
ス
提
言
の
公
布
」、同
年
３
月
15
日

か
ら
17
日
ま
で
「
日
本
の
信
徒
発
見
１
５
０
周
年
記

念
」、同
年
12
月
20
日
「
長
崎
神
学
校
創
立
１
５
０
周

年
記
念
ミ
サ
」、17
年
７
月
16
日
「
浦
上
四
番
崩
れ
１

５
０
周
年
記
念
祭
」、18
年
７
月
22
日
「
旅
の
始
ま
り

１
５
０
周
年
記
念
」
な
ど
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
す

べ
て
つ
な
が
り
が
あ
り
、今
の
私
た
ち
に
続
い
て
い

る
。
受
け
た
恵
み
に
感
謝
を
忘
れ
ず
、と
も
に
祈
り

続
け
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

　
「
…
そ
れ
は
殉
教
を
覚
悟
し
た
旅
で
し
た
。
信

仰
を
証
し
す
る
た
め
に
い
の
ち
を
さ
さ
げ
る
と

い
う
覚
悟
を
し
た
旅
だ
っ
た
の
で
す
。
彼
ら
は

旅
の
間
ず
っ
と
祈
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。（
中

略
）
…
旅
の
始
ま
り
と
旅
の
途
中
、ま
た
旅
先
で

さ
ま
ざ
ま
な
艱
難
を
味
わ
い
、病
気
で
死
に
、あ

る
い
は
殉
教
し
、棄
教
や
立
ち
帰
り
の
と
き
で
も

心
が
う
ず
い
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
こ
の
よ
う
な
受
難
と
死
は
、日
本
の
教
会
が
実

際
に
復
活
し
再
出
発
す
る
た
め
に
神
が
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
１

８
７
３
年
の
春
ま
で
数
年
間
続
く
こ
と
に
な
り

ま
す
」

（
２
０
１
８
年
７
月
22
日
「
旅
の
始
ま
り
１
５
０

周
年
記
念
ミ
サ
」で
の
髙
見
三
明
大
司
教
の
説
教
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
、

長
崎
教
区
は
こ
れ
ま
で
、長
崎
県
が
発
令
す
る

警
報
や
宣
言
に
合
わ
せ
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
策
を

取
っ
て
き
た
。
こ
の
１
年
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
と
も
に
生
き
る
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大

司
教
区
の
基
本
方
針
」（
２
０
２
２
年

４
月
１
日
付

）
に
沿
っ
て
き

た
が
、政
府
が
、今
年
３
月
13
日
以
降
の
マ
ス
ク

着
用
に
関
し
「
個
人
の
主
体
的
な
選
択
を
尊
重

し
、個
人
の
判
断
が
基
本
と
な
っ
た
」
旨
を
発
表

す
る
な
ど
、対
応
を
緩
和
す
る
方
向
で
具
体
的

な
政
策
を
推
し
進
め
始
め
た
こ
と
を
受
け
、教

区
顧
問
団
は
教
区
と
し
て
の
対
応
を
検
討
し
、

３
月
22
日
付
文
書
で
教
区
内
に
次
の
こ
と
を
知

ら
せ
た
。（
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
掲
載
）

１
．
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て

　

政
府
は
マ
ス
ク
使
用
を
個
人
の
判
断
に
委
ね

る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、同
時
に
「
マ

ス
ク
着
用
が
効
果
的
な
場
面
」
に
つ
い
て
、次

の
こ
と
を
国
民
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

・
医
療
機
関
の
受
診
を
す
る
時

・
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
が
多
い
医
療
機
関

や
高
齢
者
施
設
な
ど
へ
訪
問
す
る
時

・
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
な
ど
混
雑
し
た
電
車
や
バ

ス
に
乗
車
す
る
時

　

長
崎
教
区
の
小
教
区
で
は
、高
齢
者
が
多
い

教
会
や
医
療
関
係
者
や
介
護
施
設
で
働
く
方
々

が
多
い
教
会
も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
で
取

り
巻
く
諸
事
情
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
通
り
マ
ス
ク
着
用
の
判
断
は
、主
任

司
祭
独
自
の
判
断
で
は
な
く
、役
員
と
よ
く
相

談
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
の
諸
事
情
を
考
慮
し

た
上
で
、そ
の
対
応
を
慎
重
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
上
で
、参
加
者
に
は
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
教
区
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

　

す
で
に
、政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、

５
月
８
日
に
今
の
「
２
類
相
当
」
か
ら
「
５
類
」

に
移
行
す
る
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

折
に
、状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、全
面
的
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
と
も
に
生
き
る
カ
ト

リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
の
基
本
方
針
（
２
０
２

２
年
４
月
１
日
付
文
書
）」
を
見
直
す
こ
と
に

い
た
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、現
状
を
継
続
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

は
じ
め
に

　

こ
れ
は
、教
皇
庁
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
が
２
０
２

２
年
10
月
24
日
に
発
表
し
た
「『
あ
な
た
の
天
幕

に
場
所
を
広
く
取
り
な
さ
い
』　

大
陸
ス
テ
ー
ジ

の
た
め
の
作
業
文
書
」（
以
下
、『
作
業
文
書
』
と

表
記
）
に
つ
い
て
、日
本
の
各
教
区
が
行
っ
た
分

か
ち
合
い
と
意
見
交
換
の
内
容
を
ま
と
め
た
レ

ポ
ー
ト
で
す
。

　

期
間
は
短
い
も
の
で
し
た
が
、多
く
の
教
区
の

代
表
た
ち
が
「
作
業
文
書
」
を
読
み
、祈
り
、黙
想

し
、分
か
ち
合
い
と
意
見
の
交
換
を
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
避
け
る
た
め

大
が
か
り
な
集
い
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、あ

る
教
区
は
教
区
内
の
シ
ノ
ド
ス
・
チ
ー
ム
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、あ
る
教
区
で
は
、呼
び
か
け
を
行
っ
て
小
さ

な
単
位
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、あ
る
教
区
で
は
司
教
と
司
祭
評
議
会
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
意
見
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
作
業
文
書
」
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
し
た

人
々
か
ら
は
、最
初
は
抽
象
的
な
内
容
が
多
く
て

理
解
が
難
し
か
っ
た
が
、読
み
進
め
る
う
ち
に
共

感
で
き
る
点
を
多
く
発
見
で
き
た
、ま
た
、世
界
中

の
教
会
が
同
じ
よ
う
な
現
実
に
直
面
し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
た
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、今
回
、シ
ノ
ド
ス
（
世
界
代
表
司
教

会
議
）
第
16
回
通
常
総
会
の
た
め
の
大
陸
別
ス

テ
ー
ジ
の
た
め
の
「
作
業
文
書
」
を
一
信
徒
に
も

か
か
わ
ら
ず
読
む
こ
と
が
で
き
て
、各
地
の
教
会

と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
連
帯
感
と
、安
心
感

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
感
想
も
あ
り
ま
し

た
。
お
お
む
ね
、こ
の
文
書
は
好
意
を
も
っ
て
多

く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

し
、自
分
た
ち
が
直
面
す
る
現
実
を
考
え
る
た
め

の
よ
い
材
料
を
提
供
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、「
作
業
文
書
」
は
読
ん
で
批
評
、批

判
す
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、祈
り
を
触
発

し
、識
別
す
る
た
め
に
は
有
益
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
「
作
業
文
書
」
１
０
６
に

示
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
設
問
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、日
本
の
各
教
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
分
か
ち
合

い
と
意
見
交
換
の
様
子
を
テ
ー
マ
ご
と
に
分
類
し

て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

１
．タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て

　
「
あ
な
た
の
天
幕
に
場
所
を
広
く
取
り
な
さ
い
」

と
い
う
『
イ
ザ
ヤ
書
』
か
ら
の
引
用
に
よ
る
タ
イ

ト
ル
は
、「
作
業
文
書
」
と
向
き
合
う
際
の
よ
い
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
教
区
で
は
こ
の
み
言

葉
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
オ
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ナ
（Lectio 

Divina

）
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、み
言

葉
の
時
代
の
背
景
を
深
く
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
今
の
時
代
と
の
共
通
点
を
見
い
だ
す
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
い
か
に
多
く
の
人
々
を
天
幕
へ
と
招

き
入
れ
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
人
々
も
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、タ
イ
ト
ル
か
ら

霊
感
を
与
え
ら
れ
て
（inspire

）、グ
ル
ー
プ
で
の

分
か
ち
合
い
と
意
見
交
換
が
豊
か
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
み
言
葉
に
導
か
れ
た
集
い
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
体
験
は
、参
加
者
に
い
の
ち
の
躍

動
の
新
し
い
体
験
を
与
え
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、デ

ジ
タ
ル
な
天
幕
と
い
う
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
加
え
、

若
い
人
々
と
共
に
歩
む
必
要
性
を
語
る
参
加
者
も

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
作
業
文
書
」
を
一
読
し
て
、

若
い
世
代
の
人
々
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
と
い
う
疑
問
か
ら
生
じ
る
も
の
で
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
の
み
言
葉
に
導
か
れ
た
体
験
は
、信

仰
の
感
覚
（sensus fidei

）
を
信
者
で
あ
れ
ば

誰
も
が
恵
み
と
し
て
戴
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
理

解
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。「
作
業
文
書
」
８
と
９

で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、人
々
の
生
き
た
シ
ノ

ダ
リ
テ
ィ
の
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
い
う
事
実
に
深
く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。
そ
の
結
果
、ど
の
教
区
で
も
「
作
業
文
書
」

に
よ
る
分
か
ち
合
い
と
意
見
の
交
換
は
、た
と
え

そ
れ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
と
し
て
も
聖
霊

に
導
か
れ
た
霊
的
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
し
、こ

の
世
的
な
集
ま
り
で
は
な
く
、教
会
の
信
仰
の
共

同
体
に
よ
る
体
験
と
な
っ
た
の
で
す
。

２
．開
か
れ
た
教
会
を
目
指
し
て

　

あ
る
人
々
に
と
っ
て
、こ
の「
作
業
文
書
」は「
開

か
れ
た
教
会
」
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
１
９
８

０
年
代
か
ら
社
会
に
開
か
れ
た
教
会
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。
社
会
の
人
々
と
共
に
歩
む
教
会
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
歩
み
の
視

点
か
ら
「
作
業
文
書
」
を
読
ん
だ
結
果
で
す
。
そ

し
て
、今
、
２
０
２
０
年
代
を
迎
え
て
教
会
は
あ

る
点
で
閉
ざ
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

反
省
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
社
会
に
対
し
て
、と
り

わ
け
苦
し
み
、悲
し
み
、貧
困
に
あ
え
ぎ
、不
当
に

圧
迫
さ
れ
、差
別
さ
れ
て
い
る
人
々
に
対
し
て
、教

会
が
開
か
れ
た
場
所
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
、こ
う
い
っ
た
小
さ
な
人
々
に
と
っ
て
教
会

は
安
心
を
与
え
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
（vision

）
を
分
か
ち
合
っ

て
く
れ
る
人
々
は
数
多
く
い
ま
し
た
。

３
．共
同
責
任
と
共
同
識
別

　

こ
の
よ
う
な
教
会
こ
そ
が
、シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を

備
え
た
教
会
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
、分
か
ち
合

い
と
意
見
交
換
を
し
た
各
教
区
の
人
々
が
共
通
し

て
抱
い
て
い
た
シ
ノ
ド
ス
的
教
会
の
理
解
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
共
同
責
任
と
共
同
識
別

は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
一
緒
に
考
え
、一
緒
に
責
任
を
果
た
し
て
い

く
教
会
共
同
体
の
あ
り
方
は
必
要
な
も
の
で
す
。

し
か
し
、実
際
に
は
、例
え
ば
意
思
伝
達
の
方
法
な

ど
を
取
り
上
げ
て
も
、教
区
か
ら
小
教
区
へ
、司
祭

か
ら
信
徒
へ
と
い
っ
た
よ
う
に
一
方
通
行
な
も
の

が
多
す
ぎ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
相
互
に

意
見
を
伝
え
ら
れ
る
、い
わ
ば
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

す
る
よ
う
な
循
環
型
（cycle

）
の
組
織
へ
と
変

シ
ノ
ド
ス
第

シ
ノ
ド
ス
第
1616
回
通
常
総
会
に
向
け
て

回
通
常
総
会
に
向
け
て

「
大
陸
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
の

「
大
陸
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
の

　
作
業
文
書
」
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

　
作
業
文
書
」
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

２
０
２
３
年
１
月

２
０
２
３
年
１
月
1212
日　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会

日　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会

　

現
在
、全
世
界
の
教
会
が
歩
み
を
共
に
し
て
い
る
「
シ
ノ
ド
ス
」
は
、

　

現
在
、全
世
界
の
教
会
が
歩
み
を
共
に
し
て
い
る
「
シ
ノ
ド
ス
」
は
、
➊➊
「
教
区
ス
テ
ー
ジ

「
教
区
ス
テ
ー
ジ  

２
０
２
１
年

２
０
２
１
年
1010
月
～
月
～
2222
年
８
月
」
と

年
８
月
」
と
➋➋
「
大
陸
ス
テ
ー
ジ

「
大
陸
ス
テ
ー
ジ  

2222
年
８
月
～

年
８
月
～
2323
年
３
月
」
を
経
て
、

年
３
月
」
を
経
て
、

シ
ノ
ド
ス
総
会
の

シ
ノ
ド
ス
総
会
の
➌➌
「
第
１
会
期

「
第
１
会
期  

2323
年年
1010
月
」
と

月
」
と
➍➍
「
第
２
会
期

「
第
２
会
期  

2424
年年
1010
月
」
を
迎
え
る
。

月
」
を
迎
え
る
。

本
紙
で
は
今
年
１
月
号
か
ら
３
月
号
に
か
け
て
「
長
崎
大
司
教
区
の
ま
と
め
」（

本
紙
で
は
今
年
１
月
号
か
ら
３
月
号
に
か
け
て
「
長
崎
大
司
教
区
の
ま
と
め
」（
➊➊
に
関
連
）

に
関
連
）

を
紹
介
し
た
。
今
回
、昨
年

を
紹
介
し
た
。
今
回
、昨
年
1010
月月
2424
日
に
教
皇
庁
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
が
発
表
し
た
「『
あ
な
た

日
に
教
皇
庁
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
が
発
表
し
た
「『
あ
な
た

の
天
幕
に
場
所
を
広
く
取
り
な
さ
い
』
大
陸
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
の
作
業
文
書
」（
全
文
は
カ
ト

の
天
幕
に
場
所
を
広
く
取
り
な
さ
い
』
大
陸
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
の
作
業
文
書
」（
全
文
は
カ
ト

リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
）
に
つ
い
て
、日
本
の
各
教
区
が
行
っ
た
分
か
ち

リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
）
に
つ
い
て
、日
本
の
各
教
区
が
行
っ
た
分
か
ち

合
い
と
意
見
交
換
の
内
容
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト（

合
い
と
意
見
交
換
の
内
容
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト（
➋➋
に
関
連
）を
２
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
。

に
関
連
）を
２
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
。

こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、今
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
大
陸
別
シ
ノ
ド
ス
」
に
向
け
て
、大
陸

こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、今
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
大
陸
別
シ
ノ
ド
ス
」
に
向
け
て
、大
陸

ス
テ
ー
ジ
を
主
催
し
た
ア
ジ
ア
司
教
協
議
会
連
盟（
Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｃ
）に
今
年
１
月
に
提
出
さ
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
を
主
催
し
た
ア
ジ
ア
司
教
協
議
会
連
盟（
Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｃ
）に
今
年
１
月
に
提
出
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、「
シ
ノ
ド
ス
」
の
歩
み
に
心
を
と
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
、「
シ
ノ
ド
ス
」
の
歩
み
に
心
を
と
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

わ
る
必
要
が
あ
る
と
の
主
張
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、日
本
の
教
会
は
司
祭
不
足
と
い
う
現
実
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、小
教
区
共
同
体
を
守

り
、宣
教
す
る
の
は
信
徒
自
身
で
あ
っ
て
、司
祭
不
足

は
信
徒
の
活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
と
い
う
分
か

ち
合
い
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、司
祭
は
秘

跡
を
行
う
こ
と
だ
け
に
専
念
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。「
作
業
文
書
」
19
、58
、59
か
ら
触

発
さ
れ
て
、聖
職
者
た
ち
が
「
共
に
歩
む
」
教
会
の

あ
り
方
に
無
関
心
で
あ
り
、積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と

は
し
な
い
と
い
う
経
験
に
基
づ
く
主
張
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
し
た
。「
任
せ
る
こ
と
と
、丸
投
げ
す
る
こ
と

と
は
違
う
」
と
い
う
発
言
は
、シ
ノ
ド
ス
的
教
会
と

な
っ
て
い
く
た
め
に
司
祭
た
ち
の
あ
り
方
を
問
い
か

け
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

す
で
に
２
０
２
１
年
に
発
表
さ
れ
た
「
準
備
文
書
」

で
は
共
同
責
任
と
共
同
識
別
に
関
す
る
設
問
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
日
本
の
教
会
で
は
理
解

の
深
ま
り
が
乏
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、こ

の
一
年
間
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
や
小
教
区
が
シ
ノ
ド
ス

的
教
会
へ
向
け
て
の
独
自
の
歩
み
に
取
り
組
ん
だ
お

か
げ
で
、共
同
責
任
と
共
同
識
別
に
つ
い
て
の
必
要

性
と
重
要
性
が
理
解
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

４
．「
聞
く
」

　

共
同
責
任
と
共
同
識
別
を
行
う
教
会
に
な
る
た
め

に
は
「
作
業
文
書
」
11
（
１
）
に
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
「
聞
く
」
こ
と
を
教
会
が
最
優
先
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、多
く
の
人

た
ち
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
聞
く
」
こ
と

は
二
つ
の
次
元
で
な
さ
れ
る
と
い
う
主
張
が
あ
り
ま

し
た
。
一
つ
は
教
会
の
外
に
い
る
人
々
の
声
を
「
聞

く
」
こ
と
で
す
。
複
雑
化
し
、閉
塞
感
が
あ
る
現
代

の
日
本
社
会
の
中
で
悲
し
み
や
苦
し
み
に
直
面
し
、

そ
れ
ら
に
苛
ま
れ
て
い
る
人
々
が
少
な
か
ら
ず
い
ま

す
。
彼
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
、向
か
い
合
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
教
会
の
中
に
い
る
人
々
の

声
を
「
聞
く
」
こ
と
で
す
。
伝
統
的
に
日
本
社
会
は

男
性
中
心
で
す
。
し
か
し
、信
仰
の
共
同
体
の
中
に

は
多
く
の
女
性
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
男
性
の

視
点
で
物
事
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
女
性
た

ち
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
も
の
を
「
聞
く
」
態
度
は
、若

者
や
性
的
少
数
者
、外
国
人
労
働
者
の
声
を
「
聞
く
」

こ
と
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、教
会
の
中

に
「
多
様
性
の
一
致
」
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

（
つ
づ
く
）

＊
全
文
は
中
央
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

１

長
崎
教
区
に
お
け
る

長
崎
教
区
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の

　　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
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永井隆博士が私たちに
遺してくださったもの

日時 2023年5月14日（日）日時 2023年5月14日（日）
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　現在、カトリック信徒運動の共同体が、
永井隆と緑夫妻の列福列聖調査に関し、
長崎教区の承認のもと、最初の予備調査
を進めようとしています。私たち教区に
おいても、この講演会を通して、永井博士
が私たちに遺してくださったもの、世界
平和の大切さについて考えましょう。
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（公認心理師・臨床心理士・精神保健福祉士）（公認心理師・臨床心理士・精神保健福祉士）
福岡カトリック神学院非常勤講師福岡カトリック神学院非常勤講師
元福岡女学院大学人間関係学部学部長元福岡女学院大学人間関係学部学部長

あなたの心に 元気と幸せをあなたの心に 元気と幸せを！！
悩み解決のお手伝いをします。悩み解決のお手伝いをします。

障害者虐待防止・従業員のストレス対処法・職場の障害者虐待防止・従業員のストレス対処法・職場の
人間関係向上・うつ病予防などの研修も承ります。人間関係向上・うつ病予防などの研修も承ります。

〝
信
仰
を
深
め

〝
信
仰
を
深
め  

次
の
世
代
へ
”

次
の
世
代
へ
”

宝
亀
教
会
献
堂
１
２
５
周
年
記
念

　

平
戸
地
区
最
古
の
宝
亀
教

会
（
主
任
司
祭
・
川
原
昭
如

師
）
は
今
年
献
堂
１
２
５
周

年
を
迎
え
、
３
月
19
日
（
日
）

同
教
会
に
お
い
て
、中
村
倫
明

大
司
教
主
司
式
、地
区
司
祭
、

歴
代
主
任
司
祭
お
よ
び
出
身

司
祭
な
ど
11
人
の
共
同
司
式

で
記
念
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。

ミ
サ
に
は
約
１
２
０
人
が
参

列
。
中
村
大
司
教
は
ミ
サ
の

説
教
の
中
で
、「
１
２
５
年

の
歩
み
の
中
で
、い
ろ
ん
な
試

練
、苦
し
み
が
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
、主
は
と
も
に

い
て
く
だ
さ
る
。
こ
の
こ

と
を
伝
え
、私
た
ち
を
立

ち
上
が
ら
せ
て
く
れ
る
、

そ
れ
が
教
会
で
す
」
と
参

列
者
に
語
り
か
け
た
。

　

同
教
会
は
１
８
９
８

年
、九
十
九
島
を
望
む
高

台
に
建
て
ら
れ
、多
く
の

信
者
ら
が
海
岸
か
ら
資
材

運
搬
を
担
う
な
ど
の
労
働

奉
仕
を
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

出
身
で
初
代
主
任
司
祭
マ

ト
ラ
師
が
私
財
を
提
供
し

設
計
も
担
当
し
た
。
正
面
が

れ
ん
が
造
り
で
側
面
や
背
面

（
本
体
部
分
）
は
木
造
の
複
合

構
造
。
両
側
面
の
ベ
ラ
ン
ダ

状
の
ア
ー
ケ
ー
ド
は
県
内
で

も
例
が
な
く
、
２
０
０
３
年
、

県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

ミ
サ
後
は
、旧
市
立
宝
亀

小
学
校
体
育
館
で
記
念
式
典

祝
賀
会
も
行
わ
れ
、約
１
４

０
人
が
出
席
し
た
。
ミ
サ
と

式
典
を
主
催
し
た
同
教
会
献

堂
１
２
５
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
長
の
松
田
淳
二
・
小

教
区
評
議
会
議
長
は
、「
信

徒
一
人
一
人
の
思
い
が
染
み

込
ん
だ
立
派
な
教
会
を
守

り
、信
仰
を
深
め
、次
の
世
代

に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
特
別

事
業
と
し
て
司
祭
館
を
改
築

（
新
築
）
し
た
こ
と
を
報
告

し
、永
年
、教
会
に
対
し
て
功

績
が
あ
っ
た
９
人
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。（

宝
亀
教
会
）

ベ
ト
ナ
ム
の
青
年
大
会

ベ
ト
ナ
ム
の
青
年
大
会

長
崎
教
区
青
年
黙
想
会

長
崎
教
区
青
年
黙
想
会

少
年
自
然
の
家
で

　

３
月
25
日
（
土
）
と
26

日
（
日
）、雲
仙
市
の
千
々
石

少
年
自
然
の
家
で
「
ベ
ト
ナ

ム
の
青
年
大
会 

in 

長
崎
」

が
開
催
さ
れ
、参
加
者
と
ス

タ
ッ
フ
ら
合
わ
せ
て
約
70
人

が
参
加
し
た
。「
共
に
住
む
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
大
会

は
長
崎
教
区
人
権
委
員
会
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
企
画
さ

れ
、司
祭
や
修
道
女
、ス
タ
ッ

フ
ら
の
協
力
の
も
と
、長
崎

で
初
め
て
実
施
さ
れ
た
。

　

１
日
目
の
夕
方
、各
地
か

ら
集
ま
っ
た
青
年
た
ち
は
ゆ

る
し
の
秘
跡
を
受
け
、夕
食

後
に
、聖
体
礼
拝
、大
会
開
始

式
。
そ
れ
か
ら
、グ
ル
ー
プ

で
話
し
合
い
と
出
し
物
の
準

備
を
し
、お
祈
り
、就
寝
。

　

２
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

屋
外
の
予
定
だ
っ
た
が
、天

候
の
状
況
を
見
て
体
育
館
で

実
施
。
朝
９
時
に
中
村
倫
明

大
司
教
が
訪
れ
、青
年
た
ち

は
歓
迎
の
歌
を
披
露
し
、大

司
教
の
誕
生
日
（
３
月
21
日
）

祝
い
の
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
を

行
っ
た
。
大
司
教
は
青
年
た

ち
に
向
け
次
の
よ
う
に
話
し

た
。「
日
本
に
、そ
し
て
長
崎

に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
イ
タ
リ

ア
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

の
で
、皆
さ
ん
の
大
変
さ
が

分
か
り
ま
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク

国
の
イ
タ
リ
ア
で
も
差
別
の

よ
う
な
扱
い
を
受
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

イ
タ
リ
ア
で
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
の
は
友
達
が
い
る
か

ら
で
す
。
だ
か
ら
、皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
友
達
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
ベ
ト
ナ
ム
人
の
友
達

長
崎
大
司
教
館
で

　

３
月
12
日
（
日
）、長
崎
教

区
青
少
年
委
員
会
主
催
の

「
教
区
青
年
の
黙
想
会
」
が

大
司
教
館
で
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
黙
想
会
は
、オ
プ

ス
・
デ
イ
の
木
村
昌
平
師（
写

真
）
の
指
導
に
よ
り
、「
身

近
な
聖
性
、聖
な
る
者
を

目
指
し
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
話
が
行
わ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

の
緩
和
の
発
表
も
聞
か

れ
、大
司
教
館
に
は
青
年

23
人
（
浦
上
５
、大
崎
６
、

滑
石
５
、長
与
２
、時
津

１
、天
神
１
、愛
宕
１
、城

山
１
、三
浦
町
１
）
と
修

道
女
２
人
が
集
ま
り
、主

催
者
に
よ
る
と
「
例
年
よ

り
も
多
く
の
青
年
た
ち
が

集
ま
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
い
う
。
ま
た
、昨
年
と

同
様
に
平
戸
、上
五
島
、下

五
島
の
各
地
区
か
ら
も
４

人
の
青
年
た
ち
が
リ
モ
ー

ト
で
参
加
し
た
。

　

最
後
の
派
遣
ミ
サ
の
中

で
木
村
師
は
、「
こ
の
機

に
若
者
た
ち
の
交
流
が
広

が
り
、召
命
に
も
つ
な
が

る
よ
う
願
う
」
と
話
し
、

参
加
者
皆
は
祝
福
を
い
た

だ
い
て
解
散
し
た
。

２
０
２
３
年
度

２
０
２
３
年
度  

定
例
司
教
総
会

定
例
司
教
総
会

　

２
月
13
～
16
日
、東
京
・

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
で
２

０
２
３
年
度
定
例
司
教
総
会

が
開
か
れ
、司
教
、教
区
管
理

者
、関
係
者
ら
が
出
席
し
た
。

　

主
な
報
告
事
項
▼
「
２
０

２
３
年
度
司
祭
生
涯
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
今
年
１
月
に

実
施
、22
人
の
司
祭
と
５
人

の
司
教
が
参
加
し
た
▼
学
校

教
育
委
員
会
（
委
員
長
＝
前

田
万
葉
枢
機
卿
）
は
、毎
年

「
校
長
・
理
事
長
・
総
長
管

区
長
の
集
い
」
を
開
い
て
い

る
が
、信
徒
で
な
い
校
長
・
理

事
長
が
増
え
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、学
校
が
教
会
と
の
つ

な
が
り
を
よ
り
意
識
で
き
る

よ
う
、集
い
の
名
称
に「
司
教
」

を
加
え
る
。
ま
た
カ
ト
リ
ッ

ク
学
校
の
現
場
が
抱
え
る
問

題
を
把
握
す
る
た
め
、「
カ
ト

リ
ッ
ク
学
校
実
態
調
査
」
を

ア
ン
ケ
ー
ト
の
形
で
実
施
す

る
こ
と
を
報
告
し
た
▼
「
ラ

ウ
ダ
ー
ト
・
シ
」
デ
ス
ク
（
責

任
司
教
＝
成
井
大
介
司
教
）

は
、昨
年
７
月
に
設
置
さ
れ

て
か
ら
の
活
動
を
報
告
。『
ラ

ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
発
刊
５
周

年
を
記
念
し
て
２
０
２
０
年

に
教
皇
庁
が
発
行
し
た
『
と

も
に
暮
ら
す
家
を
大
切
に
す

る
旅
』
の
翻
訳
が
完
成
見
込

み
で
あ
る
と
伝
え
た
。

　

主
な
審
議
事
項
▼
『
司
教
、

司
祭
、助
祭
の
叙
階
式
』
と

『
献
堂
式
』儀
式
書
に
つ
い
て
、

典
礼
委
員
会
が
『
ミ
サ
の
式

次
第
（
２
０
２
２
新
版
）』
に

準
じ
た
修
正
を
施
し
、司
教

協
議
会
と
し
て
教
皇
庁
典
礼

秘
跡
省
に
提
出
す
る
こ
と
、

ま
た
「
諸
聖
人
の
連
願
」
を

口
語
化
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
▼
「
日
本
二
十
六
聖
人
殉

新
年
度
の
予
算
な
ど
承
認

新
年
度
の
予
算
な
ど
承
認

２
０
２
２
年
度 

第
４
回
教
区
顧
問
会

　

２
０
２
２
年
度
第
４
回
教

区
顧
問
会
が
３
月
20
日（
月
）

大
司
教
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

主
な
審
議
事
項
は
以
下
の

通
り
。
ま
ず
、23
年
度
の
年

間
運
用
計
画
と
収
支
予
算
書

が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

加
え
て
、「
奨
学
金
基
金
特

別
会
計
規
程
」「
事
務
実
践

の
手
引
き
」「
不
動
産
管
理

の
手
引
き
」
の
改
定
が
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

「
子
ど
も
と
女
性
の
人
権
相

談
室
」
の
責
任
司
祭
と
し
て

葛
嶋
秀
信
師
が
推
薦
さ
れ

た
。
他
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
、
３

月
13
日
以
降
の
長
崎
教
区
の

対
応
が
確
認
さ
れ
た
。
続
い

て
、旧
伝
道
師
学
校
活
用
の

た
め
の
事
業
化
計
画
に
つ
い

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
幼
稚
園
が
閉
園

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
幼
稚
園
が
閉
園

惜
し
ま
れ
つ
つ 

64
年
の
歴
史
に
幕

　

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
幼
稚
園

（
長
崎
市
愛
宕
）
が
、今
年
３

月
末
を
も
っ
て
閉
園
し
た
。

　

同
園
は
１
９
５
９
年
カ
ナ

ダ
か
ら
来
日
し
た
レ
デ
ン
プ

ト
ー
ル
会
の
司
祭
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
、以
来
、多
く
の
園
児

た
ち
を
育
て
送
り
出
し
て
き

た
。
閉
園
に
至
っ
た
主
な
理
由

は
、少
子
化
の
影
響
に
よ
り
園

児
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、

建
物
の
老
朽
化
だ
と
い
う
。

　

卒
園
生
や
各
方
面
の
関
係

者
か
ら
閉
園
を
惜
し
む
声
が

聞
か
れ
る
中
、
３
月
31
日

（
金
）お
別
れ
の
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、64
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
た
。

て
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

　

主
な
報
告
事
項
は
、「
※

調

停
司
祭
」
に
岩
崎
康
彦
師
と

大
水
文
隆
師
が
任
命
さ
れ
た

こ
と
。「
旅
」
の
終
わ
り
１
５

０
周
年
記
念
行
事
の
報
告
。

さ
ら
に
、23
年
度
の
教
区
司

祭
黙
想
会
の
日
程
と
講
師
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。最
後
に
、

今
年
の
人
事
異
動
に
よ
っ
て

23
年
度
か
ら
４
人
の
顧
問
が

入
れ
替
わ
る
こ
と
に
な
り
、

長
年
の
奉
仕
に
大
司
教
か
ら

の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
も
っ

て
顧
問
会
を
終
え
た
。

※
「
調
停
司
祭
」
と
は
、「
司

祭
評
議
会
規
約
」
に
定
め

ら
れ
て
い
る
役
割
。

〝被爆75年から〝被爆75年から
5年間のチャレンジ〟5年間のチャレンジ〟
https://nuclear-free.net/https://nuclear-free.net/
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だ
け
で
は
な
く
、日
本
人
と

友
達
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

ま
た
、皆
で
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
の
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、司

祭
の
講
話
を
聴
き
、そ
れ
を

受
け
て
グ
ル
ー
プ
で
の
分
か

ち
合
い
と
発
表
を
行
っ
た
り

し
た
。
昼
食
後
、ミ
サ
を
し
、

解
散
し
た
。

　

大
会
に
参
加
し
た
青
年
た

ち
の
中
に
は
未
洗
者
の
方
々

も
い
て
、「
教
会
の
こ
と
を
少

し
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
も

と
も
と
教
会
の
こ
と
は
あ
ま

り
い
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
今
回
カ
ト
リ
ッ
ク
の
文

化
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
教
会
に
行
き
た
い

と
思
う
」「
大
会
で
友
達
が

増
え
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」「
皆
が
共
に

過
ご
し
、考
え
、食
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ

た
」「
皆
さ
ん
の
明
る
さ
、楽

し
さ
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

3月に開催

教
者
の
祝
日
」「
日
本
宣
教

の
保
護
者 

聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
祝
日
」「
日

本
の
信
徒
発
見
の
聖
母
の
祝

日
」
の
３
つ
の
祝
日
と
、「
福

者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
」
な
ど

４
つ
の
記
念
日
が
主
日
・
祭

日
と
重
な
る
場
合
、そ
の
日

に
近
い
週
日
で
、他
の
祝
日
や

記
念
日
と
重
複
し
な
い
適
当

な
日
に
移
動
す
る
措
置
を
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議

会
と
し
て
教
皇
庁
典
礼
秘
跡

省
に
申
請
す
る
こ
と
を
承
認

し
た
▼
２
０
２
２
年
度
カ
ト

リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
収
支
決

算
書
を
承
認
し
た
。

長崎本店　長崎市城栄町13-1
大 村 店　大村市赤佐古町287番地
HP　http://meijisekizai.shopinfo.jp

電話（095）846-3598
電話（0957）50-3008
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告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
本

部
。
問
合
先
・
荒
木
明
美
。

℡
０
７
０
‐
２
３
７
９
‐
３
０
２
２

▼
教
区
生
涯
養
成
委
員
会
主

催
の
聖
書
講
座
（
オ
ン
ラ
イ

ン
受
講
可
）　

５
月
６
日
開

始
、第
１
・
第
３
土
曜
10
時

30
分
～
11
時
30
分
。全
10
回
、

10
回
分
の
受
講

料
５
千
円
、聴

講
１
回
千
円
。

※
小
教
区
へ
の

案
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
長
崎
教
区
主
催
の
講
演
会

「
永
井
隆
博
士
が
私
た
ち
に

遺
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
」

５
月
14
日
㈰
14
時
、浦
上
教

会
。
講
師
・
山
内
清
海
師（
長

崎
教
区
司
祭
）。
入
場
無
料
。

ど
な
た
で
も
参
加
可
。

▼
雲
仙
殉
教
祭　

５
月
21
日

㈰
、雲
仙
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
。
13
時
開
会
、13
時
30
分

ミ
サ
、15
時
巡
礼
。

▼
長
崎
教
区
主
催
『
旅
』
の

終
わ
り
１
５
０
周
年
記
念　

５
月
28
日
㈰
12
時
45
分
か
ら

ロ
ザ
リ
オ
行
列
（
西
坂
～
浦

上
教
会
）、15
時
か
ら
浦
上
教

会
で
記
念
ミ
サ
。

　

教
区
評
議
会

は
、自
然
災
害
に

よ
る
被
災
者
、国

内
外
の
生
活
困

窮
者
へ
の
支
援
を

目
的
と
し
て
、昨

年
12
月
１
日
か

ら
今
年
１
月
15

日
に
か
け
て
「
ク

リ
ス
マ
ス
愛
の
募

金
」
の
協
力
を

呼
び
か
け
た
。
募

金
は
４
６
８
万
７

７
６
９
円
（
１
月

20
日
現
在
）
集

ま
り
、同
評
議
会
は
前
年
度

の
繰
越
金
１
９
２
万
２
６
９

さ
っ
た
方
は
ど
な
た
で
し
ょ
う
。
神
様
の
よ

い
子
ど
も
に
な
る
に
は
、ど
う
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
教
会
学
校
目
標
は
「
わ
た
し
に
つ
な

が
っ
て
い
な
さ
い
」（
ヨ
ハ
ネ
15
・
４
）。 

「
わ

た
し
」
っ
て
誰
？ 

今
も
子
ど
も
た
ち
の
声
が

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。
教
え
て
く
れ
る
人

が
い
な
い
な
ら
今
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、神
様
の
あ
わ
れ
み
に

よ
っ
て
今
の
信
仰
生
活
が
あ
る
こ
と
、イ
エ
ス

　

２
月
28
日
逝
去
。
88
歳
。

　

１
９
３
４
年
平
戸
市
生
ま

れ
。
57
年
当
時
の
南
田
平
修

道
院（
現
在
の
田
平
修
道
院
）

に
入
会
。
60
年
初
誓
願
、65

年
終
生
誓
願
宣
立
。
入
会
後

は
、農
耕
、精
米
、保
育
園
の

給
食
担
当
を
田
平
修
道
院
で

行
っ
た
。
46
歳
で
転
任
し
、

奥
浦
、佐
世
保
、神
学
院
、大

山
で
、保
育
園
、司
祭
館
の
調

理
に
携
わ
っ
た
。

　

７
年
ほ
ど
前
に
が
ん
を
患

い
、手
術
後
は
修
道
院
と
老

人
施
設
を
行
き
来
し
な
が

ら
、共
同
体
の
た
め
に
笑
顔

で
奉
仕
し
た
。
快
活
で
ユ
ー

モ
ア
の
あ
る
修
道
者
だ
っ

た
。

　

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
３

月
２
日
、田
平
教
会
で
行
わ

れ
た
。

ア
グ
ネ
ス

今
村
キ
エ
子
修
道
女

（
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
）

貴弘

長崎市花園町 23-17 立岩公園前

証
し
人
と
し
て
生
き
る
よ
う

証
し
人
と
し
て
生
き
る
よ
う

聖
香
油
ミ
サ
・
司
祭
の
日

　

４
月
４
日
（
火
）
10
時
30

分
か
ら
浦
上
教
会
で
聖
香
油

ミ
サ
が
行
わ
れ
、中
村
倫
明

大
司
教
の
主
司
式
、髙
見
三

明
名
誉
大
司
教
と
80
人
を
超

え
る
司
祭
団
の
共
同
司
式
の

も
と
、約
２
０
０
人
の
信
者

ら
が
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

　

中
村
大
司
教
は
ミ
サ
の
説

教
の
初
め
に
、こ
の
日
が
誕
生

日
の
２
人
の
司
祭
に
お
祝
い

の
歌
を
歌
い
、そ
れ
か
ら
、「
司

祭
の
日
」
で
あ
る
今
日
は
す

べ
て
の
司
祭
に
と
っ
て
祝
い

の
日
で
あ
り
、中
で
も
司
祭
叙

階
の
節
目
を
迎
え
た
司
祭
ら

に
特
別
の
お
祝
い
を
伝
え
た

い
と
話
し
た
。
ま
た
、こ
の
１

年
間
に
亡
く
な
っ
た
４
人
の

司
祭
を
し
の
び
、そ
の
１
人
、

堤 
好
治
師
と
親
交
が
あ
っ
た

観
音
寺
の
ご
住
職
か
ら
の
手

紙
を
紹
介
。
手
紙
に
は
、清
貧

に
生
き
た
堤
師
の
呼
子
教
会

赴
任
中
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
さ

ま
ざ
ま
な
働
き
が
綴
ら
れ
、大

司
教
は
手
紙
に
対
す
る
感
謝

と
、こ
の
よ
う
な
司
祭
が
兄
弟

で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

う
旨
を
語
っ
た
。
大
司
教
は

一
方
で
、司
祭
に
向
け
た
批
判

の
手
紙
を
受
け
取
る
こ
と
も

あ
る
、と
説
教
の
場
を
借
り
て

お
詫
び
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、

キ
リ
ス
ト
と
同
じ
使
命
、人
々

の
救
い
の
た
め
に
司
祭
が「
油

を
注
が
れ
た
者
」
で
あ
る
と

触
れ
、「
私
た
ち
司
祭
が
救
い

の
み
言
葉
の
忠
実
な
働
き
手
、

証
し
人
と
し
て
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
お
祈
り
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

説
教
に
続
い
て
、司
祭
の

約
束
の
更
新
、病
者
の
た
め

神学生・志願生神学生・志願生

召命の歩み召命の歩み
お祈りしますお祈りします

　

今
春
、長
崎
教
区
内
に
あ

る
神
学
校
・
志
願
院
に
入
学

し
た
人
は
１
人
。
中
学
１
年

生
の
深
堀
颯そ

う

太た

さ
ん
（
三
浦

町
教
会
出
身
）
が
長
崎
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
院
に
入
っ
た
。

　

ま
た
、イ
エ
ス
の
カ
リ
タ

ス
修
道
女
会
（
本
部
・
東
京
）

の
志
願
生
と
し
て
、中
学
１

年
生
の
冨
永
芽め

依い

さ
ん
（
時

津
教
会
出
身
）
が
宮
崎
県
に

あ
る
志
願
院
に
入
っ
た
。

　

写
真
は
４
月
９
日
（
日
）

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
で

行
わ
れ
た
入
学
式
の
日
の
１

枚
。
中
村
倫
明
大
司
教
、神

学
院
の
養
成
担
当
司
祭
と
在

校
生
、関
係
者
が
新
入
生
を

温
か
く
迎
え
た
。
今
後
の
召

命
の
歩
み
を
祈
り
た
い
。

の
油
と
洗
礼
志
願
者
の
た
め

の
油
の
祝
福
、聖
香
油
と
な

る
油
の
聖
別
が
あ
っ
た
。
ミ

サ
の
最
後
に
、司
祭
叙
階
の

節
目
を
迎
え
た
司
祭
ら
の
祝

賀
式
と
、新
た
に
長
崎
教
区

に
移
籍
さ
れ
た
司
祭
と
今
春

引
退
さ
れ
る
司
祭
ら
の
紹
介

が
あ
り
、聖
堂
内

は
温
か
い
拍
手

に
包
ま
れ
た
。

クリスマス募金 支援報告クリスマス募金 支援報告

ぶ
ど
う
園

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
の
サ
イ

ト
に
「
眠
り
か
ら
覚
め
た
最

後
の
審
判
―
修
復
の
全
貌
」

掲
載
中　

大
浦
天
主
堂
キ
リ

シ
タ
ン
博
物
館
が
収
蔵
す
る

ド
・
ロ
版
画
に
つ
い
て
の
海

外
向
け
番
組
。
２
０
２
４
年

３
月
28
日
ま
で
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

で
視
聴
で
き
る
。

https://www3.nhk.or.jp/

nhkworld/en/ondemand/

video/2015295/

▼
第
１
４
３
回
ク
ル
シ
リ
ヨ

５
月
３
日
㈬
～
６
日
㈯
、お

さ
ま
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、小
さ
い
頃
に

要
理
を
教
え
て
く
れ
た
神
父
様
や
カ
テ
キ
ス
タ
、

両
親
や
家
族
か
ら
手
渡
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
有
難
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
『
旅
』
の
終
わ
り
１
５
０
年
記
念
の
年
。

浦
上
の
信
徒
が
流
配
先
か
ら
帰
還
し
無
一
物
か
ら

の
生
活
に
あ
っ
て
、礎
と
な
る
信
仰
を
手
渡
す
た

め
に
子
や
孫
た
ち
に
語
り
継
い
だ
「
旅
の
話
」
は

浦
上
に
限
ら
ず
五
島
や
平
戸
各
地
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
信
仰
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、恵

み
の
今
日
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、私
た
ち
に
手
渡
さ
れ
た
信
仰
は
ふ

る
い
に
か
け
ら
れ
、新
た
な
試
練
の
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
イ
エ
ス
さ
ま
は
「
わ
た
し

に
つ
な
が
っ
て
い
な
さ
い
」
と
、今
新
た
な
「
証

し
の
旅
」に
つ
く
よ
う
に
私
た
ち
を
招
か
れ
ま
す
。

　

聖
母
月
、新
緑
豊
か
な
季
節
に
日
本
の
信
徒
発

見
の
聖
母
の
取
り
次
ぎ
に
よ
っ
て
福
音
を
生
き
る

恵
み
を
願
い
、「
旅
す
る
教
会
の
神
秘
」
の
黙
想

を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
わ
た
し
に
つ
な
が
っ
て
い
な
さ
い
」

（
ヨ
ハ
ネ
15
・
４
）

　

あ
ぁ
、な
つ
か
し
い
！ 

書
棚
か
ら
古
冊
子
が

出
て
き
ま
し
た
。
教
区
で
発
行
さ
れ
た
小
学
低

学
年
の
要
理
テ
キ
ス
ト
で
し
た
。
テ
キ
ス
ト
を

開
く
と
「
は
じ
め
に
」
続
い
て
「
わ
た
し
は
ぶ

ど
う
の
木
で
、あ
な
た
た
ち
は
、枝
で
す
。
枝
は

幹
か
ら
離
れ
る
と
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、幹

に
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、美
味
し
い
ぶ
ど
う
を

実
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。あ
な
た
た
ち
も
、

わ
た
し
と
一
緒
に
い
れ
ば
、そ
の
通
り
に
な
り

ま
す
。
…
わ
た
し
た
ち
も
神
様
の
恵
み
を
い
た

だ
く
と
、た
く
さ
ん
善
い
行
い
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。恵
み
と
は
、人
間
を
か
わ
い
が
っ

て
く
だ
さ
る
神
様
の
い
の
ち
の
こ
と
で
す
。
神

様
の
い
の
ち
を
い
た
だ
け
れ
ば
、わ
た
し
た
ち

は
神
様
に
似
て
き
て
、と
て
も
幸
せ
に
な
れ
る

の
で
す
。
…
す
ば
ら
し
い
恵
み
を
わ
た
し
た
ち

に
く
だ
さ
っ
た
神
様
は
、ど
の
よ
う
な
お
方
で

し
ょ
う
。
そ
の
神
様
の
こ
と
を
、教
え
て
く
だ

シスター 中島  典子 シスター 中島  典子 
（長崎教区信仰教育委員会、（長崎教区信仰教育委員会、

お告げのマリア修道会）お告げのマリア修道会）

みことばにふれて 200

８
円
と
合
わ
せ
て
次
の
活
動

団
体
に
送
金
し
た
。

　

▼
長
崎
ホ
ー
ム
レ
ス
を
支

援
す
る
会 

50
万
円
▼
長
崎

ダ
ル
ク 

50
万
円
▼
福
岡
美

野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー 

50
万

円
▼
東
京
山
友
会 

50
万
円

▼
大
阪
旅
路
の
里
（
釜
ヶ

崎
） 

50
万
円
▼
ド
リ
ー
ム
カ

ム
ホ
ー
ム
青
少
年
自
立
援
助 

50
万
円
▼
生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
と
し
て
教
区
福
音
化
推

進
部
へ 

20
万
円
▼
佐
世
保

隣
人
愛
の
会 

10
万
円
▼
声

の
奉
仕
会
・
マ
リ
ア
文
庫 

10
万
円
▼
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク

聴
覚
障
害
者
の
会
（
長
崎

と
佐
世
保
） 

各
10
万
円
▼
聖

ヴ
ィ
ン
セ
ン
シ
オ
・
ア
・
パ

ウ
ロ
会 

10
万
円
▼
モ
ナ
の

会 

10
万
円
▼
大
村
外
国
人

を
支
援
す
る
会 

10
万
円
▼

一
粒
の
麦
の
会 

10
万
円
▼

外
国
人
の
た
め
の
医
療
相
談

会 

10
万
円
▼
コ
ン
ゴ
平
和

学
園 

50
万
円
▼
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン 

２
０
０
万
円（
国

内
援
助
と
海
外
援
助
の
た
め

各
１
０
０
万
円
）。

　

ま
た
、
１
月
21
日
以
降
に

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
次
年
度

に
繰
り
越
さ
れ
る
。

　

３
月
26
日
逝
去
。
85
歳
。

　

１
９
３
７
年
新
上
五
島
町

生
ま
れ
。
52
年
青
砂
ヶ
浦
修

道
院
に
入
会
。
60
年
初
誓
願
、

71
年
終
生
誓
願
。上・下
五
島
、

北
松
の
修
道
院
、保
育
園
で
院

長
、園
長
の
責
任
を
終
え
た

後
、本
部
、佐
世
保
な
ど
で
庶

務
、カ
テ
キ
ス
タ
を
担
当
。
大

司
教
館
で
12
年
間
、引
退
司

祭
に
奉
仕
し
た
。
そ
の
後
大

病
を
患
っ
た
が
、炊
事
の
手
伝

い
や
庭
の
草
花
の
手
入
れ
を

行
っ
て
共
同
体
に
奉
仕
し
た
。

昨
年
末
、が
ん
の
告
知
を
受
け

た
後
は
、忍
耐
強
く
病
苦
を

忍
び
、祈
り
の
う
ち
に
感
謝
の

手
紙
を
し
た
た
め
る
な
ど
、奉

献
生
活
の
最
期
を
準
備
し
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
３

月
28
日
、十
字
修
道
院
聖
堂

で
行
わ
れ
た
。

カ
タ
リ
ナ

川
口
フ
ミ
ノ
修
道
女

（
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
）

こちらかこちらか
らも確認らも確認
できます →できます →

み
つ
あ
み
の
会
主
催

一
日
の
祈
り
の
集
い

開
催
日
と
場
所
（
教
会
名
）

・
５
月
５
日
㈮
本
河
内

・
７
月
２
日
㈰
福
江

・
９
月
２
日
㈯
城
山

・
11
月
３
日
㈮
田
平

・
２
０
２
４
年
１
月
25
日
㈭

三
浦
町

申し込み先
（担当）純心聖母会

　　　Sr. 山田房恵
〒 852-8142
長崎市三ツ山町 415
FAX 095-843-7570
norasho@outlook.jp

　

ご
希
望
の
方
は
、開
催
日

の
１
週
間
前
ま
で
に
①
郵
送 

②
フ
ァ
ッ
ク
ス 

③
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
左
記
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
15

人
。
参
加
費
５
０
０
円
。

感
　
謝

― 

寄
　
付 

―

長
崎
大
司
教
区

◦
匿
名
様
（
出
津
）

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
大
司
教
区

◦
深
堀
暁
美
様
（
浦
上
）

　

故
ヨ
ゼ
フ
深
堀
哲
也
様

　

右
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
・

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お

礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。


